
▶

〒606-8316
京都市左京区吉田二本松町  吉田南生協会館２階　
Tel：771-6211 ／ E-mail：teiyo@s-coop.net
綴葉HP： http://www.s-coop.net/about_seikyo/public_relations/

京大生協
綴葉編集委員会

話題の本棚

	 橋本努著『自由原理　来るべき福祉国家の理念』
	 ミシェル・フーコー著、フレデリック・グロ編、慎改康之訳『性の歴史Ⅳ 肉の告白』

特集／漫画
新刊コーナー／新書コーナー／私の本棚／注目の一冊

'21
No.398

あなたが創る生協の書評誌

て
い
よ
う綴葉 ６



2

話題の本棚

ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
：
個
人
と
社
会
が
共
に
幸
福
に
な
る
規
範
の
構
築

　

皆
、
最
低
限
の
生
活
保
障
に
目
を
向
け
る
ば
か
り
で
、
よ
り
善
く
生
き
る
と

は
何
か
に
つ
い
て
知
ら
な
い
の
で
は
な
い
か
―
―
本
書
は
ま
ず
こ
う
問
う
。
福

祉
多
元
主
義
と
い
わ
れ
る
今
日
に
お
い
て
、
政
府
は
、
民
間
や
慈
善
団
体
と
共

に
福
祉
を
供
給
し
て
い
る
。
し
か
し
こ
れ
ら
の
供
給
主
体
を
ま
と
め
る
中
核
と

な
る
は
ず
の
福
祉
国
家
の
理
念
が
ま
だ
存
在
し
て
い
な
い
。
ど
の
よ
う
な
ウ
ェ

ル
ビ
ー
イ
ン
グ
（
善
き
生
）
を
追
求
す
べ
き
か
、
理
論
と
実
践
を
包
括
す
る
答

を
探
す
こ
と
で
福
祉
国
家
の
向
か
う
先
が
見
え
て
く
る
。

　

し
か
し
、
福
祉
国
家
の
理
念
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
し
た
理
論
が
こ
れ
ま
で

な
か
っ
た
訳
で
は
な
い
。
例
え
ば
、
コ
ミ
ュ
ニ
タ
リ
ア
ニ
ズ
ム
に
代
表
さ
れ
る

「
共
通
善
」
と
い
う
概
念
や
、
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
が
依
拠
す
る
公
私
二
元
論
は
、

公
共
に
と
っ
て
何
が
善
か
に
つ
い
て
の
示
唆
を
与
え
た
。
し
か
し
、
個
人
に
と

っ
て
の
善
に
つ
い
て
明
ら
か
で
な
い
た
め
著
者
は
こ
れ
ら
に
賛
同
し
な
い
。

　

全
五
章
か
ら
な
る
本
書
は
、
国
家
の
み
な
ら
ず
個
人
に
と
っ
て
の
幸
福
と
は

何
か
を
明
ら
か
に
し
、
来
る
べ
き
福
祉
国
家
に
道
筋
を
つ
け
る
。
第
一
章
は
福

祉
国
家
の
思
想
理
念
を
通
史
と
し
て
描
く
。
国
家
以
外
の
ア
ク
タ
ー
か
ら
の
福

祉
供
給
が
増
え
た
現
代
で
は
、
従
来
の
福
祉
国
家
の
概
念
を
辿
る
の
み
で
は
不

十
分
で
あ
る
。
そ
こ
で
著
者
は
相
互
扶
助
の
倫
理
を
視
野
に
入
れ
、
一
三
世
紀

の
ト
マ
ス
・
ア
ク
ィ
ナ
ス
の
愛
徳
理
念
か
ら
福
祉
国
家
を
論
じ
る
。
こ
こ
に
は

著
者
の
独
自
性
が
強
く
表
れ
て
い
る
。
続
く
第
二
章
で
は
、
ア
マ
ル
テ
ィ
ア
・

セ
ン
の
ケ
イ
パ
ビ
リ
テ
ィ
概
念
に
様
々
な
派
生
的
意
味
を
見
出
し
、
そ
の
う
ち

の
一
つ
で
あ
る
潜
勢
的
可
能
性
と
し
て
の
ケ
イ
パ
ビ
リ
テ
ィ
を
詳
し
く
検
討
す

る
。
こ
れ
に
よ
り
、
従
来
の
保
障
モ
デ
ル
と
は
異
な
る
、
新
た
な
福
祉
国
家
像

が
説
明
可
能
に
な
る
。
第
三
・
四
章
で
は
、
個
人
の
自
由
な
選
択
を
尊
重
し
つ

つ
公
私
共
に
良
い
結
果
が
も
た
ら
さ
れ
る
よ
う
な
環
境
を
政
府
が
提
供
す
る
リ

バ
タ
リ
ア
ン
・
パ
タ
ー
ナ
リ
ズ
ム
と
い
う
概
念
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
る
。
著
者

は
批
判
的
検
討
を
し
つ
つ
、
こ
の
概
念
の
有
用
性
を
説
く
。
興
味
が
あ
る
方
は

ぜ
ひ
、
本
学
教
授
那
須
耕
介
と
の
共
編
者
『
ナ
ッ
ジ
!?
：
自
由
で
お
せ
っ
か
い

な
リ
バ
タ
リ
ア
ン
・
パ
タ
ー
ナ
リ
ズ
ム
』（
勁
草
書
房
）
も
併
せ
て
読
ん
で
い

た
だ
き
た
い
。
第
五
章
で
は
、
経
済
学
が
提
示
し
て
き
た
効
用
理
論
に
幸
福
や

ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
の
理
念
を
重
ね
、
経
済
成
長
に
替
わ
る
社
会
目
標
と
し
て
、

幸
福
の
指
標
化
を
試
み
る
。
こ
こ
に
は
著
者
の
「
自
生
主
義
」「
成
長
論
的
自

由
主
義
」
の
立
場
が
明
確
に
示
さ
れ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

　

現
代
福
祉
国
家
に
必
要
な
の
は
、
個
人
の
善
の
追
求
を
前
提
と
し
、
更
に
社

会
の
繁
栄
を
も
促
進
す
る
よ
う
な
規
範
の
構
築
で
あ
る
と
著
者
は
一
貫
し
て
主

張
す
る
。
し
か
し
本
書
は
、
福
祉
国
家
を
副
題
と
し
、
題
名
に
は
自
由
原
理
を

据
え
て
い
る
。
政
府
介
入
の
あ
る
福
祉
国
家
は
自
由
と
矛
盾
す
る
の
で
は
と
感

じ
る
読
者
も
い
る
だ
ろ
う
。
そ
も
そ
も
、「
自
由
」
と
い
う
語
彙
が
多
義
的
で

あ
る
。
し
か
し
だ
か
ら
こ
そ
、
自
由
を
論
じ
る
こ
と
が
、
ど
ん
な
社
会
を
構
築

す
べ
き
か
に
つ
い
て
考
え
る
き
っ
か
け
を
与
え
て
く
れ
る
。
著
者
が
示
す
福
祉

国
家
は
、
人
々
が
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
を
追
求
で
き
る
た
め
の
「
自
由
」
を
保

障
す
る
、
新
た
な
規
範
だ
。�

（�

ト
ン
ト
ゥ 

）

�

（
三
三
四
頁　

本
体
四
八
〇
〇
円　

2
月
刊
）

自
由
原
理

来
る
べ
き
福
祉
国
家
の
理
念

橋
本
努
著

岩
波
書
店
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話題の本棚

性
に
潜
む
、悪
の
所
在
を
探
し
て
…
…
。

　

近
年
新
装
版
の
刊
行
と
と
も
に
感
染
症
の
研
究
者
と
し
て
も
再
注
目
を
浴
び

て
い
る
ミ
シ
ェ
ル
・
フ
ー
コ
ー
。『�
綴
葉 

』
で
も
昨
年
一
〇
月
号
で
『
監
獄
の
誕

生
』
を
扱
い
、
一
一
月
号
で
は
『
狂
気
の
歴
史
』
を
扱
っ
た
。
規
律
権
力
や
生

権
力
な
ど
、
権
力
の
分
析
を
行
っ
て
き
た
フ
ー
コ
ー
は
晩
年
、「
性
の
歴
史
」

と
し
て
性
の
言
説
分
析
を
行
っ
て
い
た
。
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
期
か
ら
古
代
ま
で
幅

ひ
ろ
く
行
わ
れ
た
歴
史
研
究
は
最
終
巻
が
刊
行
さ
れ
る
前
に
フ
ー
コ
ー
の
死
を

も
っ
て
未
完
に
終
わ
っ
た
は
ず
だ
っ
た
。
し
か
し
死
後
三
四
年
の
時
を
経
て
、

遺
稿
が
つ
い
に
刊
行
さ
れ
た
。
そ
れ
が
本
書
、『
肉
の
告
白
』
で
あ
る
。

　

ま
ず
『�

性
の
歴
史
Ⅰ　

知
へ
の
意
志 

』
の
話
か
ら
始
め
よ
う
。
近
代
で
は
性

の
言
説
は
抑
圧
さ
れ
て
い
る
。
労
働
者
の
地
位
が
上
が
る
中
で
公
に
性
癖
を
語

る
こ
と
は
憚
れ
、
性
の
乱
れ
は
社
会
的
に
断
罪
さ
れ
る
。
し
か
し
ま
さ
に
そ
の

抑
圧
ゆ
え
に
こ
そ
性
の
言
説
は
増
殖
す
る
。
誰
も
が
他
者
の
性
に
興
味
を
持
ち
、

自
身
が
性
的
に
倒
錯
し
て
い
な
い
か
不
安
に
な
る
。
性
の
言
説
は
公
に
は
出
て

こ
な
い
が
、
秘
さ
れ
た
場
所
で
常
に
話
題
に
上
が
っ
て
い
た
。

　

そ
れ
は
特
に
教
会
に
お
け
る
「
告
白
」
で
顕
著
と
な
っ
た
。
肉
欲
に
苛
ま
れ

不
安
に
な
る
信
者
た
ち
は
、
教
会
に
行
き
自
分
の
性
癖
、
得
て
き
た
快
楽
、
妄

想
な
ど
を
詳
細
に
語
る
。
そ
れ
こ
そ
が
自
己
の
検
証
で
あ
り
信
仰
の
強
さ
を
表

す
も
の
だ
か
ら
。
一
方
で
教
会
は
性
の
言
説
を
記
録
し
管
理
す
る
こ
と
で
性
の

基
準
を
定
め
誘
導
し
て
い
く
機
能
を
担
っ
て
い
た
。
秘
さ
れ
た
性
は
、
主
体
の

形
成
で
あ
り
規
範
の
基
準
と
な
る
場
で
あ
っ
た
。

　

し
か
し
い
つ
、
性
は
悪
と
な
り
告
白
の
対
象
と
な
っ
た
の
か
。
フ
ー
コ
ー
は

古
代
ギ
リ
シ
ャ
ま
で
遡
り
、
性
そ
の
も
の
は
悪
で
は
な
か
っ
た
こ
と
を
記
述
す

る
。
そ
こ
に
お
い
て
「
過
剰
さ
」
こ
そ
が
悪
で
あ
り
、
節
制
を
守
っ
て
い
る
な

ら
ば
少
年
愛
も
肯
定
さ
れ
て
い
た
。
で
は
転
換
は
ど
こ
に
あ
る
の
か
。

　
『
肉
の
告
白
』：
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
に
つ
い
て

　

ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
は
結
婚
制
度
と
童
貞
を
ど
ち
ら
も
聖
な
る
も
の
と
し
て

守
ろ
う
と
し
た
。
も
し
性
そ
の
も
の
が
悪
な
ら
ば
教
会
が
担
っ
て
き
た
結
婚
も

悪
に
な
っ
て
し
ま
う
。
彼
が
考
え
た
の
は
エ
デ
ン
に
お
い
て
ア
ダ
ム
と
イ
ヴ
を

神
が
創
っ
た
こ
と
だ
。
神
の
創
造
に
お
い
て
性
が
あ
る
な
ら
ば
生
殖
そ
の
も
の

は
悪
で
は
な
い
。
で
は
ど
こ
に
悪
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。

　
「
ア
ダ
ム
と
イ
ヴ
は
知
恵
の
身
を
食
べ
た
こ
と
で
互
い
に
性
器
を
隠
し
た
」。

　

ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
は
こ
の
出
来
事
か
ら
、
神
の
罰
を
性
器
が
自
身
の
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
を
離
れ
た
こ
と
に
見
出
す
。「
非
意
志
」
と
し
て
の
悪
。
そ
こ
か
ら

結
婚
と
は
身
体
の
中
の
悪
を
う
ま
く
使
う
こ
と
で
あ
り
、
童
貞
・
処
女
と
は
悪

に
か
か
わ
ら
な
い
生
き
方
だ
と
述
べ
た
の
だ
。
こ
こ
に
お
い
て
、
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
を
外
れ
た
も
の
、
非
意
志
こ
そ
が
悪
と
な
る
言
説
が
形
成
さ
れ
て
い
く
。

　

再
び
権
力
論
に
戻
ろ
う
。
統
治
が
行
き
届
い
た
社
会
に
お
い
て
性
や
狂
気
な

ど
、
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
不
可
能
な
も
の
は
排
除
さ
れ
て
い
く
。
そ
れ
ら
は
記
録
さ

れ
、
監
視
さ
れ
矯
正
さ
れ
る
。
こ
こ
に
権
力
の
問
題
が
あ
る
の
な
ら
、
非
意
志

の
居
場
所
を
形
成
す
る
こ
と
に
活
路
は
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。�

（�

き
も
の 

）

�

（
副
読
本　

仲
正
昌
樹
著
『�

フ
ー
コ
ー
〈
性
の
歴
史
〉
入
門
講
義 

』
作
品
社
）

�

（
五
七
四
頁　

本
体
四
三
〇
〇
円　

12
月
刊
）

性
の
歴
史
Ⅳ 

肉
の
告
白

ミ
シ
ェ
ル
・
フ
ー
コ
ー
著

フ
レ
デ
リ
ッ
ク
・
グ
ロ
編

慎
改
康
之
訳 

　
新
潮
社
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　昨年、社会現象にまでな
った「鬼滅」ブームの裏側
で密かに話題を呼び、再注
目された漫画作品といえば、
この『AKIRA』を置いてほ
かないだろう。1982 年から
90 年の間に連載された、こ
の古典的名作に描かれていたのは、奇しくも
オリンピックの開催を間近に控えたネオ東京
に巻き起こる、波乱の物語であった……。
　時は、第三次世界大戦後の 2019 年。金田
率いる職業訓練高生の「健康優良不良少年」
たちがバイクを走らせていたある夜、その先
陣を切っていた鉄雄は不審な小男と接触事故
を起こす。この事故がすべてのはじまりだっ
た。けがの回復後、不思議な超能力を開花さ
せた鉄雄は、その力の赴くままに暴走を始め
る。一方金田は、その小男や謎に包まれた存
在「アキラ」を追跡する反政府ゲリラの少女・
ケイに出会う。曰く、軍（アーミー）が秘密
裏にその研究を進めていたとされる存在「ア
キラ」――その陰謀の鍵を握る軍の大佐とラ
ボのドクターたちは、鉄雄の覚醒にも強い関
心を寄せていく。果たして「アキラ」とは一
体何者なのか。その謎に迫るケイたちゲリラ
と、鉄雄の暴走に立ち向かう金田たちの思惑
が交錯する中、ストーリーが紡がれてゆく。
　話自体の面白さもさることながら、本作最
大の魅力はやはりその緻密な作画にある。80
年代に想像された近未来都市の繁栄、都市戦
における軍のメカニック――これ以上ないと
ころまで細かく描きこまれた一コマひとコマ
に、私たち読者は圧倒される。さあ、そのペ
ージを開いて、金田たちの世界に飛びこんで
みよう。彼らの生きた未来さえ過去となった
現在ではあるが、そこにはまだ、私たちの冒
険心をくすぐるものがある。� （�八雲 ）
� （第一巻　358 頁　本体 1500 円）

AKIRA
大友克洋著

講談社

　

映
画
化
・
ア
ニ
メ
化
だ
け
み
て
、
そ
れ
で
満
足
し
て
な
い
？　

ダ
メ
。
全
然

ダ
メ
。
も
ち
ろ
ん
映
画
や
ア
ニ
メ
も
面
白
い
け
ど
、
ペ
ー
ジ
を
め
く
っ
て
、
一

コ
マ
一
コ
マ
を
味
わ
わ
な
い
と
分
か
ん
な
い
世
界
っ
て
の
が
あ
る
か
ら
。
漫
画

に
は
漫
画
で
し
か
味
わ
え
な
い
モ
ノ
っ
て
の
が
あ
る
っ
て
わ
け
。

　

で
も
、
本
屋
さ
ん
に
行
っ
て
も
、
漫
画
ア
プ
リ
を
み
て
も
、
も
う
漫
画
の
洪
水
。

こ
ん
な
に
た
く
さ
ん
作
品
が
あ
っ
た
ら
、
ど
れ
を
読
め
ば
い
い
か
わ
か
ん
な
い

じ
ゃ
ん
？　

だ
か
ら
、
今
回
、
う
ち
ら
で
漫
画
特
集
組
ん
だ
か
ら
。
と
り
ま
タ

イ
ト
ル
だ
け
で
も
知
っ
て
っ
て
！�

（�

出
席
点 

）

特集

漫 画
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　本書は一言で言えば、「平
安版シャーロックホーム
ズ」だ。ホームズが道真、
ワトソンが業平。色男と学
者がタッグを組んで、平安
の京の「怪事」を暴く。

　　世の中に／たえて桜の／なかりせば／春
　　の心は／のどけからまし

　平安随一の色男には、日々事件が絶えない。
通う先の女が物怪に襲われる、中国から呪わ
れた書物が届く、政敵・藤原氏に目をつけら
れる……困り果てた彼は、まだ若き文章生・
道長に解決を依頼する。

　　東風吹かば／にほひおこせよ／梅の花／
　　あるじなしとて／春な忘れそ

　若き学者は、日々部屋に籠もりきりになり、
学問に明け暮れている。彼は市井の出来事な
どには全く興味がない。いわんや朝廷の政を
や、だ。政界の事件に巻き込まれないように、
彼は業平とも距離を取ろうとする。しかし、
甲斐性と好奇心が働いて、徐々に世の事件に
関心を持ち始める。こうして二人の才が平安
の都で交わり始める。
　平安の京を知り尽くす男と、学問の世界に
生きんとする男――一見対照的に見える両者
が、いかに怪事を解決するのか、それが本書
の見所だ。また両者の存在のみならず、政界
で暗躍する藤原氏の存在も見逃せない。まさ
に「もののけ」のような存在に、二人の才は
いかに立ち向かうのか。
　令和の京都で平安の都に思いを馳せる。事
件の現場に足を運ぶのも一興だろう。二人の
男から、目が離せない。� （�出席点 ）
� （第一巻　202 頁　本体 638 円）

　――圧巻だ。もはや言葉
を添えることに蛇足を感じ
てしまうほどに。
　最澄と空海。ともに日本
仏教において歴然と輝く巨
星であり、誰もがその名前
を忘れることはない。だが
その天才たちは同時代をいかに生きたのだろ
うか。本作は、仏教の真髄に近づいた二人の
天才の、その交流を描いている。衆生すべて
を救うために山にこもり高みを目指す最澄、
真理への飢えから自らに過酷な行を課す空海。
ふたりの人柄は対極的だ。ともに遣唐使とし
て唐にわたり、密教を日本に持ち込みながら

「平安」という世の政に巻き込まれていく。
　数々の名シーンの中でもやはり空海が自分
の名を見出す所は白眉だろう。自身の運命を
引き受けていく最澄に比べ、空海はいつも危
うさと隣り合わせにいる。いつ死んでもいい
覚悟で生きている彼は、生死の境をさまよう
行「求聞持法」の中で空と海に阿を見出す。
粗暴な少年が極限の中で自身を見つけた姿に、
涙を流さずにはいられない。
　しかしこの漫画を傑作たらしめているのは、
物語だけではない。その画だ。あなたは唸る
はずだ、俗世の中で迷い溺れていく修行僧の
姿に。そして溜息をつくはずだ、混沌の中で
も仏のように微笑む僧侶の表情に。粗らしく
も繊細で、見るものすべてを抱きこむ、仏画
のような筆遣い。物語と合いまった本作は、
読んでいるだけで教訓が頭に浸み込んでいく。
意識の奥に潜む無意識のさらなる深部、阿頼
耶識へと……。
　釈迦の教えは常に対話を通し、物語の形で
伝承されてきた。末法の世で伝染病が流行る
現代において、仏教の教えは漫画となって私
たちの手元に届いている。� （�きもの ）
� （第一巻　228 頁　本体 600 円）

応天の門
灰原薬著
新潮社

阿・吽
おかざき真里著　阿吽社監修

小学館
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　名を挙げるまでもない国
民的映画、『風の谷のナウ
シカ』。そこでは切り落と
されてしまった多くの登場
人物や物語が、本書では 7
巻にわたって語られる。
　舞台は「火の七日間」と
呼ばれる戦争によって、産業文明が崩壊して
から 1000 年後の未来。巨大な蟲達が棲む「腐
海」という菌類の森が有毒の瘴気を撒き散ら
し、人間の生存を脅かす。主人公ナウシカは、
風の谷という美しい国の次期王女である。彼
女は 11 人の兄弟がいた中で唯一育った子だが、
母が彼女に向ける愛は、失った子達への悲し
みに勝ることはなかった。自身が愛に飢えて
育つも、人々や腐海の生物たちに、惜しみな
く愛を向けるナウシカ。希望の光を失わず、
人類と腐海が共存する未来を求める彼女だが、
彼女の心の中に潜む闇との葛藤にも苦しむ。
　他にも多くの人物が登場するが、彼らは混
沌とした世界を厭い、他者といがみ合う。評
者は、ナウシカは勿論のこと、そうした彼ら
にも強く心を惹かれる。なぜなら、絶望に打
ちひしがれる彼らが、再度誰かを信頼し前を
向くことこそ、強さや柔軟さが必要だからだ。
消せない憎悪の念があっても、他者を許し、
愛し、ひたむきに生きる彼らの隣には現代社
会に生きる我々の影がある。そうしたことは、
人類の定めなのかもしれない。
　こうして宮崎駿の世界観に入り込むと、対
立する人やモノは同じ線上にいると感じる。
人間の目には醜くうつる生物であっても、人
間と等しく生命がある。無残にも敵を蹴散ら
す戦士でも、仲間の死を愛をもって悼む。自
分と対極にいる誰かや嫌いだった何かを愛し
てみようか。人間がいくら汚れていようとも、
世界は美しいのだ。� （�トントゥ ）
� （第一巻　136 頁　本体 430 円）

　衰退を指摘される書籍業
界だが、マンガは変わらず
人気である。海外でも日本
のマンガが高評価を受けて
いるのは話題になるが、翻
って我々は海外のマンガに
ついてどれくらい関心を持
っているだろうか？　ということでここでは
海外のマンガ作品を取り上げてみたい。
　現在のようなコマ割りストーリー漫画とい
う形態の発祥は実はフランス。現在でもフラ
ンスではアングレーム国際漫画祭という祭典
が開かれ、『AKIRA』の大友克洋や水木しげ
るなどが受賞している。本作はこの漫画祭で
二〇一五年に最優秀作品賞を受賞した。作者
リアド・サトゥフが自らの幼少期の体験を作
品化したものであり、少年リアドの目を通し
た当時のアラブ社会の様子が描かれている。
　フランスでアラブ人の父とフランス人の母
の間に生まれたリアド少年は父親の都合でリ
ビアに移住する。当時のリビアは独裁者カダ
フィ大佐の下、社会主義的国家運営がなされ
ていた。しかしその中で異邦人であるリアド
親子は疎外の憂き目に遭う。そんな彼らが次
に移住したのがアサド独裁政権の敷かれてい
たシリア、父親の祖国だった。が、ここでも
彼らは余所者として扱われる。特に色白のリ
アド少年は肌の色で人種的ないじめを受ける
こともあった。多様性を備えた「未来のアラ
ブ人」を父親から嘱望されたリアド少年は、
多様性が実際には同胞であるはずのアラブ人
からどう扱われるのか、その醜さと愛おしさ
を容赦無く見通す。
　ちなみに本作は昨年の文化庁メディア芸術
祭マンガ部門で優秀賞を得ている。日本の漫
画とはまた一味違う海外漫画を読んでみては
いかがだろう。� （�ねこ ）
� （第一巻　168 頁　本体 1800 円）

風の谷のナウシカ
宮崎駿著
徳間書店

未来のアラブ人 中東の子ども時代
リアド・サトゥフ著　鵜野孝紀訳

花伝社
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　家族という楔によって閉
塞的な「町」に縛られ、自
分の人生に失望していった
少年・黒瀬令児。しかし、
青江ナギとの出会い、そし
て心中への誘いが、彼の心
の深淵を引き摺り出しいく。
　人間関係で雁字搦めになってしまう「村」
社会への嫌悪とそこから逃れられない苦しさ、
繰り返される逃避行とその挫折……ここまで
陰鬱な物語が紡がれる漫画は類を見ない。作
者の峰浪りょう氏は、代表作『ヒメゴト～十
九歳の制服～』を読んでもわかるように、
生々しい人間の欲望と不自由さを描くことに
関して、非常に秀でていると考える。この才
能は、他者が抱える生きづらさへの共感と、
個人の苦しみを徹底的に白日の下に晒そうと
する気概がなければ成立し得ないものだ。
　真っ当に育った好青年にも見える令児が、
死の淵で発する狂気じみた独白は、決して見
てはいけないものを覗き見てしまった感覚を、
読者に与えるだろう。作中では、様々な登場
人物の独白が描かれるのだが、そのいずれも
が脳裏に焼き付いて離れない。誰もが自分の
欲望に狂い、他者に対して牙を剥き始める。
しかし、一人一人の心の深淵は、そのどれも
がつい憐憫の情を向けてしまいそうなもので
あり、断罪することなど決してできはしない
のだ。一本も吸わないまま積み上げられたタ
バコの箱に、貴方は何を想う。
　正直、本作を人に薦めたら神経を疑われて
しまうかもしれないと思った。それでも、評
者はこの深淵を覗く共犯者を強く欲してしま
う。セクシャルで暴力的な青年漫画だからこ
そ表現できるリアリズムを、知らないままで
いたかった誰かが生きる現実を、知ってほし
いというエゴを込めて。� （�ましゅ ）
� （第一巻　208 頁　本体 630 円）

　楽しい漫画特集の最後を
「就活」漫画で締めること
になった。著者は『ドラゴ
ン桜』などで知られる三田
紀房。強い言葉で人々を導
くカリスマと、泥臭い努力
で成長していく主人公を描
く作風を苦手とする人も少なくない。
　本書もそのような三田節全開の漫画である。
今回の主人公は、「女子アナ」志望の女子大
学生と、やりたいことが見つからない男子大
学生。二人はカリスマヘッドハンター・白川
と出会い、ひょんな縁から就活指導を受け始
める。本書が出版された 2007 年は就活氷河
期を抜け、売り手市場だった。そんな時代背
景だからこそ、「とにかく食っていくため」
ではなく、「自分が本当にやりたい仕事をし
たい」という思いは強くなる。そんな学生た
ちに対し、白川はデータから見える厳しい現
実を突きつけ、時には「とにかく本気でや
れ」と彼らを突き放す。すでに時代錯誤に思
えるような描写も少なくない。しかし、就活
に「本気で」取り組む学生の熱意は、率直で
眩しい。最終巻で主人公は圧迫面接に屈さず、
ここまで言えるようになる。「私達だって毎
日生きるか死ぬかの真剣勝負してるんです。
大人だって学生ナメないで下さい」。
　「就活を通して成長する」――冷笑する京
大生も多いだろう。しかし手段は何であれ、
ここまで自分に自信を持てたのであれば、そ
れは紛れもなく「成長」ではないか。本書を
読み、思わず斜に構えてしまうのか、そうで
はないのか。そこには「青年」と「大人」の
境界線がある。思い出の漫画、好きになれな
かった漫画……数年先に読み返すと、また違
った印象を持てるはず。その時々の漫画の感
想が、あなたの現

い ま

在を写している。�（�石透 ）
� （絶版　第一巻　209 頁　本体 514 円）

少年のアビス
峰浪りょう著

集英社

銀のアンカー
三田紀房・関達也著

集英社
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新
刊
コ
ー
ナ
ー

灰
の
劇
場

恩
田
陸
著

河
出
書
房
新
社

　

灰
色
の
劇
場
に
、
白

い
羽
が
降
り
注
ぐ
。
そ

れ
は
悲
し
く
も
美
し
い

一
瞬
だ
っ
た
。

　

新
聞
の
三
面
記
事
に
そ
れ
は
あ
っ
た
。
同
棲
中
の

女
性
二
人
が
飛
び
降
り
自
殺
。
両
者
は
大
学
時
代
の

友
人
で
、
同
棲
中
だ
っ
た
―
―
。
た
っ
た
そ
れ
だ
け

の
記
事
が
、
な
ぜ
か
「
棘
」
と
し
て
心
に
残
り
続
け

て
い
た
。
そ
の
人
物
は
、
三
面
記
事
の
記
憶
を
頼
り

に
、「
事
実
を
も
と
に
し
た
」
小
説
を
書
き
始
め
る
。

　

本
書
の
Ｂ
Ｇ
Ｍ
は
、常
に
灰
色
だ
。
灰
色
の
景
色
に
、

灰
色
の
人
間
。
灰
色
の
音
楽
に
、
灰
色
の
恋
。
本
書

に
描
か
れ
る
物
語
は
、
曖
昧
と
い
う
名
の
灰
色
の
ベ

ー
ル
で
覆
わ
れ
て
い
る
。
小
説
を
書
く
女
。
飛
び
降

り
た
女
・
Ｍ
と
Ｔ
。
0
・
1
・（
1
）
で
章
立
て
さ
れ

る
物
語
―
―
。
誰
の
視
点
で
描
か
れ
て
い
る
の
か
、

ま
た
、
い
つ
の
年
代
の
話
な
の
か
も
判
然
と
し
な
い
。

本
書
は
徹
底
的
に
灰
色
に
塗
り
つ
ぶ
さ
れ
て
い
る
。

　

そ
ん
な
世
界
に
色
を
与
え
る
の
が
、「
灰
色
の
劇

場
」
だ
。
女
が
書
い
た
小
説
は
劇
に
な
り
、
廃
墟
の

カ
メ
ラ
じ
ゃ
な
く
、 

写
真
の
話
を
し
よ
う嵐

田
大
志
著

玄
光
社

　

写
真
の
撮
り
方
を
学

び
た
い
と
思
い
、
書
店

に
向
か
っ
た
と
す
る
。

す
る
と
カ
メ
ラ
・
写
真

の
コ
ー
ナ
ー
に
ズ
ラ
リ

と
並
ぶ
の
は
、
シ
ャ
ッ
タ
ー
速
度
の
調
節
や
構
図
の

パ
タ
ー
ン
等
、
テ
ク
ニ
ッ
ク
に
つ
い
て
解
説
し
て
い

る
本
ば
か
り
な
の
で
は
な
い
か
。

　

そ
ん
な
中
で
本
書
は
、
カ
メ
ラ
で
は
な
く
「
写

真
」
に
焦
点
を
当
て
た
。
写
真
と
は
何
か
、
な
ぜ
写

真
を
撮
る
の
か
を
問
い
か
け
た
上
で
、
自
分
の
目
的

に
合
っ
た
撮
り
方
の
ヒ
ン
ト
を
教
え
て
く
れ
る
。

　
「
写
真
っ
て
、
同
じ
よ
う
に
撮
れ
ば
誰
が
撮
っ
て

も
同
じ
作
品
に
な
る
ん
じ
ゃ
な
い
の
？
」
以
前
友
人

が
言
っ
て
い
た
。
本
書
を
読
ん
だ
後
な
ら
、「
そ
ん

な
こ
と
は
な
い
」
と
強
く
言
え
る
だ
ろ
う
。
世
界
の

見
え
方
が
人
そ
れ
ぞ
れ
違
う
よ
う
に
、
同
じ
も
の
を

写
し
て
い
て
も
、
表
現
の
仕
方
は
人
に
よ
っ
て
変
わ

っ
て
く
る
は
ず
だ
。

　

著
者
曰
く
、「
写
真
道
」
は
「
間
口
が
広
く
、
奥

が
深
い
」。
何
を
撮
る
か
、
あ
る
い
は
撮
ら
な
い
か
。

誰
か
に
見
て
も
ら
う
為
に
撮
る
の
か
、
自
分
だ
け
で

楽
し
む
の
か
。
思
い
出
の
記
録
な
の
か
、
表
現
し
た

い
世
界
が
あ
る
の
か
。
写
真
を
撮
る
こ
と
が
あ
ま
り

に
も
当
た
り
前
に
な
っ
た
今
、
こ
う
し
た
疑
問
を
自

分
に
問
い
か
け
る
人
は
少
な
い
の
で
は
な
い
か
。
だ

が
、
自
分
が
写
真
を
撮
る
目
的
が
明
確
に
な
っ
て
初

め
て
、
テ
ク
ニ
ッ
ク
は
生
か
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　

こ
の
本
に
書
か
れ
て
い
る
の
は
著
者
が
写
真
に
つ

い
て
悩
み
考
え
た
軌
跡
で
あ
る
。
本
書
を
読
ん
だ
か

ら
と
言
っ
て
、
写
真
の
「
正
解
」
は
決
し
て
分
か
ら

な
い
。
写
真
を
撮
る
と
い
う
こ
と
は
、「
自
分
だ
け

の
答
え
を
探
す
孤
独
な
旅
」
な
の
で
あ
る
。�（�

茫
漠 

）

�

（
一
九
二
頁　

本
体
二
〇
〇
〇
円　

1
月
刊
）

よ
う
な
建
物
で
公
演
さ
れ
る
。
そ
の
劇
の
シ
ー
ン
で

は
、
白
色
が
特
徴
的
に
描
か
れ
る
。
Ｍ
役
と
Ｔ
役
が

着
る
、
白
い
ワ
ン
ピ
ー
ス
。
会
場
に
降
る
、
白
い
羽
。

灰
色
に
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
を
与
え
る
、
白
。「
リ
ア
ル
」

の
世
界
で
は
な
く
、
劇
場
と
い
う
「
虚
構
」
の
世
界

に
お
い
て
、
世
界
に
色
が
与
え
ら
れ
る
。「
虚
構
」

の
世
界
に
お
い
て
、
登
場
人
物
は
生
き
生
き
と
動
き

出
す
。
こ
の
虚
実
の
世
界
の
対
比
が
美
し
い
。

　

灰
色
の
劇
場
に
、
白
い
羽
が
降
り
注
ぐ
。
そ
れ
は

悲
し
く
も
美
し
い
一
瞬
だ
っ
た
。
こ
の
世
界
も
、
ま

た
一
つ
の
劇
場
な
の
か
も
し
れ
な
い
。
自
分
と
い
う

存
在
も
、
ま
た
一
人
の
演
者
な
の
か
も
し
れ
な
い
。

�

（�

出
席
点 

）

�

（
三
五
二
頁　

本
体
一
八
七
〇
円　

2
月
刊
）
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江
口
寿
史
美
人
画
集
　
彼
女

江
口
寿
史
著

集
英
社
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル

　
「
―
―
彼
女
。」

　

そ
の
響
き
は
何
を
意

味
す
る
だ
ろ
う
。
英
語

の
s
h
e
で
は
と
ら
え

き
れ
な
い
独
特
の
ニ
ュ

ア
ン
ス
。
届
く
こ
と
の
な
い
憧
れ
と
、
戻
る
こ
と
の

な
い
喪
失
を
意
味
す
る
言
葉
。

　

漫
画
家
で
あ
り
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
や
広
告
で
も
活
躍
す

る
江
口
寿
史
の
イ
ラ
ス
ト
集
。
四
〇
年
に
及
ぶ
仕
事

の
中
か
ら
女
性
像
だ
け
を
厳
選
し
た
本
書
に
は
、
日

本
の
ポ
ッ
プ
カ
ル
チ
ャ
ー
を
代
表
す
る
よ
う
な
作
品

が
散
り
ば
め
ら
れ
て
い
る
。
時
代
時
代
の
少
女
達
を

描
い
て
き
た
江
口
の
作
品
を
見
て
い
る
と
、
若
者
文

化
や
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
の
変
遷
も
見
え
て
く
る
。

　
「
美
少
女
の
い
る
風
景
」「
ワ
イ
ン
を
持
っ
た
女
た

ち
」「
音
楽
と
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
」。
そ
れ
ぞ
れ
の
テ
ー

マ
を
も
と
に
構
成
さ
れ
た
本
書
に
は
、
切
り
取
ら
れ

た
青
春
の
一
ペ
ー
ジ
が
こ
れ
で
も
か
と
載
っ
て
い
る
。

一
緒
に
お
酒
を
飲
む
と
き
の
笑
顔
、
と
も
に
音
楽
を

楽
し
ん
だ
日
々
、
旅
行
に
行
っ
て
朝
ま
で
語
り
合
っ

た
夜
。
―
―
そ
ん
な
時
間
は
な
か
っ
た
は
ず
だ
。
そ

ん
な
時
間
は
な
か
っ
た
は
ず
な
の
に
、
あ
り
え
た
か

も
し
れ
な
い
日
々
と
思
え
て
し
ま
う
の
だ
。
そ
れ
ほ

ど
彼
女
た
ち
は
心
を
許
し
た
表
情
で
、
ま
る
で
ア
ル

バ
ム
に
収
め
ら
れ
た
写
真
の
よ
う
に
、
こ
ち
ら
を
む

い
て
微
笑
ん
で
い
る
の
だ
か
ら
。

　

人
生
は
か
ら
く
り
に
満
ち
て
い
る
。
日
々
の
暮
ら

し
の
中
で
、
無
数
の
人
々
と
す
れ
違
い
な
が
ら
私
た

ち
は
出
会
う
こ
と
が
な
い
。
そ
の
根
源
的
な
不
遇
が
、

あ
り
え
た
か
も
し
れ
な
い
「
彼
女
」
を
理
想
化
さ
せ

る
。
憧
れ
の
あ
の
子
を
。
―
―
江
口
寿
史
は
こ
こ
数

年
「
彼
女
展
」
を
開
催
し
て
い
る
。
興
味
が
あ
れ
ば

そ
ち
ら
も
足
を
運
ん
で
み
て
ほ
し
い
。�

（�

き
も
の 

）

�

（
二
八
八
頁　

本
体
四
五
〇
〇
円　

3
月
刊
）

　
　

言
葉
な
ん
か
お
ぼ

　
　

え
る
ん
じ
や
な
か

　
　

つ
た

　
　

言
葉
の
な
い
世
界

　
　

意
味
が
意
味
に
な
ら
な
い
世
界
に
生
き
て
た
ら

　
　

ど
ん
な
に
よ
か
つ
た
か

　

戦
後
最
大
の
詩
人
田
村
隆
一
の
代
表
詩
集
『
言
葉

の
な
い
世
界
』
が
半
世
紀
ぶ
り
に
帰
っ
て
来
た
。
先

の
引
用
は
、
本
詩
集
所
収
の
詩
「
帰
途
」
の
冒
頭
だ
。

ど
こ
か
で
見
た
こ
と
が
あ
る
、
そ
ん
な
方
も
あ
ろ
う
。

一
行
目
の
句
が
齎
す
印
象
は
鮮
烈
だ
。
言
葉
を
「
お

ぼ
え
る
」
こ
と
が
決
し
て
寿
が
れ
ず
、
む
し
ろ
嘆
か

れ
る
の
だ
か
ら
。
で
は
も
し
も
言
葉
が
な
か
っ
た
な

ら
、
ど
ん
な
世
界
を
私
た
ち
は
生
き
る
の
だ
ろ
う
か
。

　

第
三
連
で
彼
は
言
う
。「
あ
な
た
の
や
さ
し
い
眼

の
な
か
に
あ
る
涙
／
き
み
の
沈
黙
の
舌
か
ら
お
ち
て

く
る
痛
苦
／
ぼ
く
た
ち
の
世
界
に
も
し
言
葉
が
な
か

つ
た
ら
／
ぼ
く
は
た
だ
そ
れ
を
眺
め
て
立
ち
去
る
だ

ろ
う
」
言
葉
が
な
け
れ
ば
、
大
切
な
「
あ
な
た
」
の

悲
し
み
も
、
愛
す
る
「
き
み
」
の
苦
し
み
も
、
何
の

意
味
も
な
い
と
心
に
止
め
な
い
。
身
軽
な
関
係
だ
。

だ
が
人
間
と
は
愚
か
で
、
身
軽
な
れ
ば
こ
そ
、
結
局

は
自
分
を
留
め
て
く
れ
る
誰
か
が
欲
し
く
な
る
。
詩

の
最
後
を
見
て
み
よ
う
。「
ぼ
く
は
あ
な
た
の
涙
の

な
か
に
立
ち
ど
ま
る
／
ぼ
く
は
き
み
の
血
の
な
か
に

た
つ
た
ひ
と
り
で
帰
つ
て
く
る
」
田
村
は
分
か
っ
て

い
る
の
だ
、
人
間
は
決
し
て
言
葉
を
手
放
せ
ず
、
言

葉
に
よ
っ
て
誰
か
と
繋
が
っ
て
生
き
る
し
か
な
い
と
。

　

本
詩
集
所
収
の
詩
に
は
ど
れ
も
、
田
村
の
言
葉
へ

の
責
任
、
諦
め
、
そ
し
て
情
熱
が
刻
ま
れ
て
い
る
。

今
日
も
私
は
田
村
の
言
葉
に
触
発
さ
れ
、
シ
ャ
イ
で

気
ま
ぐ
れ
な
あ
の
人
に
短
い
メ
ー
ル
を
送
る
、「
大

好
き
」
と
三
文
字
の
言
葉
を
添
え
て
。�

（�

リ
ン
ダ 

）

�

（
四
八
頁　

本
体
二
〇
〇
〇
円　

4
月
刊
）

詩
集
　
言
葉
の
な
い
世
界

田
村
隆
一
著

港
の
人
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コ
ン
ヴ
ァ
ー
ジ
ェ
ン
ス・カ
ル
チ
ャ
ー

フ
ァ
ン
と
メ
デ
ィ
ア
が
つ
く
る
参
加
型
文
化

ヘ
ン
リ
ー
・
ジ
ェ
ン
キ
ン
ズ
著

渡
部
宏
樹
・
北
村
紗
衣
・
阿
部
康
人
訳　

晶
文
社

　
「
本
書
は
も
っ
と
早

く
に
翻
訳
さ
れ
る
べ
き

だ
っ
た
」
と
訳
者
あ
と

が
き
に
は
あ
る
。
ネ
ッ

ト
メ
デ
ィ
ア
の
政
治
的

可
能
性
に
失
望
さ
せ
ら
れ
た
今
、
本
書
の
主
張
は
確

か
に
古
め
か
し
い
。
だ
が
こ
の
遅
れ
た
翻
訳
に
こ
そ
、

新
た
な
意
義
が
見
出
せ
る
は
ず
だ
。

　

著
者
ジ
ェ
ン
キ
ン
ズ
は
事
例
分
析
に
頁
の
大
半
を

割
き
、
エ
ン
タ
メ
文
化
に
多
大
な
介
入
を
果
た
し
た

フ
ァ
ン
の
姿
を
活
写
し
て
い
る
。
テ
レ
ビ
番
組
の
ネ

タ
バ
レ
や
推
理
、
映
画
の
二
次
創
作
と
い
っ
た
営
み

が
、
特
に
ネ
ッ
ト
に
早
く
か
ら
親
し
ん
だ
者
達
の
手

で
盛
り
上
が
っ
て
ゆ
く
。
こ
の
流
れ
は
、
話
題
に
上

る
『
マ
ト
リ
ッ
ク
ス
』
や
『
ハ
リ
ー
・
ポ
ッ
タ
ー
』

に
ハ
マ
っ
た
者
な
ら
、
本
書
を
読
ま
ず
と
も
分
か
る

だ
ろ
う
。
こ
の
研
究
書
の
独
創
性
は
む
し
ろ
、
エ
ス

ノ
グ
ラ
フ
ィ
ー
的
手
法
や
ク
ィ
ア
理
論
か
ら
多
く
を

学
び
、
多
様
な
個
々
人
に
よ
る
参
加
型
文
化
の
楽
し

さ
を
評
価
し
た
所
に
あ
る
。
そ
の
喜
び
を
民
主
的
な

政
治
参
加
へ
の
架
け
橋
と
み
な
す
著
者
の
主
張
は
、

夢
に
溢
れ
た
往
時
の
電
子
の
海
を
彷
彿
と
さ
せ
る
。

は
じ
め
て
の 

ウ
ィ
ト
ゲ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン

古
田
徹
也
著

Ｎ
Ｈ
Ｋ
ブ
ッ
ク
ス

　

初
期
分
析
哲
学
の
代

表
格
・
ウ
ィ
ト
ゲ
ン
シ

ュ
タ
イ
ン
。
本
書
は
こ

の
、「
生
き
様
が
哲
学

の
一
部
で
あ
り
、
哲
学
が
生
き
様
の
一
部
で
あ
る
よ

う
な
」
人
間
が
歩
ん
だ
生
涯
を
辿
っ
て
ゆ
く
。

　

序
章
を
除
き
、
本
文
は
三
つ
の
章
か
ら
な
る
。
す

な
わ
ち
、
彼
が
主
著
『
論
理
哲
学
論
考
』
最
終
部
に

示
し
た
「
語
り
え
な
い
も
の
」
た
ち
の
実
態
を
明
ら

か
に
す
る
「
前
期
」
の
章
。
彼
の
用
い
る
「
像
」
な

る
概
念
が
〈
世
界
の
あ
り
方
を
写
す
模
型
〉
か
ら

〈
物
事
を
捉
え
る
特
定
の
見
方
〉
へ
と
変
化
し
た
こ

と
を
跡
付
け
つ
つ
、
哲
学
的
主
張
に
含
ま
れ
が
ち
な

「
混
乱
」
と
そ
の
誤
り
を
論
者
た
ち
自
身
が
自
覚
す

る
よ
う
促
し
た
「
治
療
」
な
る
ア
プ
ロ
ー
チ
に
言
及

す
る
「
後
期
」
の
章
。
そ
し
て
最
終
第
三
章
で
は
、

「
心
」
や
「
知
識
」
と
い
っ
た
主
題
に
対
す
る
、
こ

の
孤
高
の
哲
学
者
最
後
の
格
闘
を
詳
説
す
る
。「
規

則
の
パ
ラ
ド
ッ
ク
ス
」
を
め
ぐ
る
（
い
さ
さ
か
狂
気

じ
み
た
）
思
考
実
験
や
、「
言
語
ゲ
ー
ム
」「
家
族
的

類
似
性
」
と
い
っ
た
鍵
概
念
に
触
れ
る
の
は
も
ち
ろ

ん
、
述
語
論
理
の
込
み
入
っ
た
知
識
を
前
提
と
せ
ず

読
み
進
め
ら
れ
る
の
も
、
彼
の
思
想
に
「
は
じ
め

て
」
触
れ
る
読
者
に
は
あ
り
が
た
い
。

　

終
盤
、
ウ
ィ
ト
ゲ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
の
遺
稿
は
「
そ

の
つ
ど
の
自
分
の
あ
り
方
を
映
し
出
す
鏡
」
に
喩
え

ら
れ
る
。
彼
の
著
作
の
多
く
は
大
小
様
々
の
断
章
か

ら
な
り
、
こ
れ
ら
〈
素
材
〉
の
調
理
法
は
読
者
の
手

に
委
ね
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
読
者
が
こ
の
〈
素

材
〉
の
輝
き
具
合
に
自
ら
の
哲
学
的
関
心
の
在
り
方

に
気
付
く
と
き
、彼
の
残
し
た
言
葉
は
ま
さ
に
「
鏡
」

と
な
る
。
果
た
し
て
あ
な
た
は
そ
こ
に
、
ど
ん
な
ウ

ィ
ト
ゲ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
像
を
見
出
せ
る
だ
ろ
う
か
。

ま
ず
は
本
書
を
繙
い
て
確
か
め
た
い
。�

（�

八
雲 

）

�

（
三
二
〇
頁　

本
体
一
六
〇
〇
円　

12
月
刊
）

　

そ
う
、
そ
れ
は
訪
れ
な
か
っ
た
未
来
だ
。
そ
れ
ど

こ
ろ
か
人
々
は
、「
お
前
は
ク
ビ
だ
」
が
決
め
台
詞

の
テ
レ
ビ
屋
を
合
衆
国
の
長
に
し
た
。
彼
が
退
い
た

後
も
、
そ
の
原
動
力
と
な
っ
た
嘘
と
暴
言
の
情
報
社

会
は
続
い
て
い
る
。
本
書
が
示
唆
し
て
い
た
理
想
郷

に
、
我
々
は
こ
の
一
〇
年
で
辿
り
着
け
な
か
っ
た
。

こ
の
事
実
を
突
き
つ
け
る
点
に
、
遅
れ
ば
せ
の
邦
訳

が
も
つ
批
判
的
意
義
が
う
か
が
え
る
。

　

ま
た
遅
れ
た
者
な
ら
、
先
人
に
学
ぶ
こ
と
も
で
き

よ
う
。
幸
い
口
喧
し
い
オ
タ
ク
は
、
今
も
至
る
所
で

健
在
だ
。
本
書
が
示
す
享
楽
の
力
で
、
今
再
び
「
解

釈
違
い
」
に
向
き
合
お
う
で
は
な
い
か
。�

（�

と
よ 

）

�

（
五
五
六
頁　

本
体
三
七
〇
〇
円　

1
月
刊
）
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マ
ザ
リ
ン
グ

現
代
の
母
な
る
場
所

中
村
佑
子
著

集
英
社

　

本
当
に
不
思
議
な
本

だ
と
思
う
。
こ
れ
は
い

っ
た
い
何
に
つ
い
て
の

ど
の
よ
う
な
本
な
の
か
、

う
ま
く
言
い
表
す
こ
と
が
で
き
な
い
の
だ
。
現
に
、

著
者
は
こ
う
述
べ
て
い
る
。「
も
う
こ
れ
は
論
考
な

の
か
、
エ
ッ
セ
イ
な
の
か
、
文
学
な
の
か
、
願
い
な

の
か
、
祈
り
な
の
か
、
わ
か
ら
な
く
な
っ
て
ゆ
く
」

と
。
だ
が
、
あ
え
て
言
い
表
す
と
す
れ
ば
、
本
書
は
、

「
こ
の
社
会
に
今
、
マ
ザ
リ
ン
グ
を
も
っ
と
―
―
」

と
い
う
一
つ
の
祈
り
な
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。

　

マ
ザ
リ
ン
グ
（
＝
母
を
行
な
う
こ
と
）
は
、
性
別

を
超
え
て
、
ケ
ア
が
必
要
な
存
在
を
守
り
育
て
る
こ

と
を
意
味
す
る
。
そ
れ
は
ま
た
、
自
分
や
他
者
の
痛

み
に
鋭
敏
に
な
り
な
が
ら
他
者
に
寄
り
添
う
こ
と
、

生
命
の
も
っ
と
も
そ
ば
に
い
る
こ
と
、
そ
し
て
生
き

て
い
て
ほ
し
い
と
た
だ
願
う
こ
と
で
も
あ
る
。
母
に

な
っ
た
人
や
母
に
な
ら
な
か
っ
た
人
、
母
に
な
ら
な

い
と
決
心
し
た
人
や
養
子
を
迎
え
た
人
へ
の
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
を
通
し
て
こ
の
概
念
に
た
ど
り
着
い
た
著
者

は
、
今
こ
の
社
会
に
は
マ
ザ
リ
ン
グ
が
欠
け
て
い
る

こ
と
を
痛
切
に
認
識
す
る
。
弱
き
存
在
、
痛
み
を
抱

え
た
存
在
に
手
が
差
し
の
べ
ら
れ
る
こ
と
は
な
い
。

彼
ら
は
一
人
、
膝
を
抱
え
て
押
し
黙
っ
て
い
る
。

　

そ
こ
で
著
者
は
、
女
性
の
身
体
に
一
つ
の
可
能
性

を
見
出
す
。
女
性
の
身
体
は
、
赤
ん
坊
と
い
う
他
者

を
そ
の
内
に
潜
在
的
に
宿
し
て
い
る
。
そ
こ
に
ぽ
っ

か
り
と
空
い
た
穴
は
、
自
己
同
一
性
に
ゆ
ら
ぎ
を
も

た
ら
す
。
女
性
の
身
体
は
、
潜
在
的
に
他
者
に
開
か

れ
て
い
る
。
ゆ
え
に
、
他
者
の
痛
み
を
感
じ
取
り
、

そ
れ
に
寄
り
添
う
社
会
を
形
づ
く
る
た
め
の
手
が
か

り
が
、
そ
こ
に
は
あ
る
。

　

性
別
を
超
え
て
人
び
と
の
な
か
に
眠
る
「
母
」
な

る
も
の
を
、
こ
の
社
会
に
今
―
―
。�

（�

ぱ
や 

）

�

（
三
一
二
頁　

本
体
二
二
〇
〇
円　

12
月
刊
）

　

最
近
、
コ
ロ
ナ
感
染

予
防
対
策
で
話
題
に
な

っ
た
台
湾
。
親
日
で
あ

り
距
離
的
に
も
近
く
、

旅
行
先
と
し
て
人
気
も
非
常
に
高
い
。
だ
が
台
湾
に

関
し
て
な
ん
と
な
く
見
過
ご
し
て
い
る
点
が
あ
る
。

そ
こ
は
「
国
」
と
呼
べ
な
い
の
だ
。
長
年
中
国
本
土

の
支
配
下
に
置
か
れ
、
そ
の
後
日
本
の
支
配
下
に
移

さ
れ
、
第
二
次
大
戦
後
に
は
大
陸
か
ら
逃
れ
た
国
民

党
政
府
に
よ
っ
て
「
中
華
民
国
」
そ
の
も
の
と
さ
れ
、

国
で
あ
る
こ
と
を
や
が
て
否
定
さ
れ
た
地
域
、
台
湾
。

常
に
「
帝
国
」
へ
と
従
属
さ
せ
ら
れ
て
き
た
と
い
う

立
場
で
い
か
に
し
て
生
き
延
び
る
か
。
本
書
で
は
政

治
学
に
身
を
置
く
台
湾
人
の
著
者
が
自
ら
の
知
見
を

も
と
に
、
台
湾
の
人
々
の
置
か
れ
た
状
況
を
整
理
し

な
が
ら
存
続
の
可
能
性
に
つ
い
て
試
行
錯
誤
を
重
ね

る
。

　
「
帝
国
」
の
周
縁
と
し
て
の
立
場
に
置
か
れ
続
け

た
台
湾
。
著
者
は
そ
の
事
実
を
直
視
す
る
た
め
に

「
賎
民
」
と
い
う
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
掲
げ
る
。

だ
が
賎
民
が
生
き
残
る
た
め
に
も
発
言
力
は
必
要
で

あ
り
、
そ
の
た
め
に
は
ま
と
ま
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
台
湾
の
中
に
は
原
住
民
、
移
住
漢
人
、
そ
し
て

特
に
大
戦
後
に
逃
げ
て
き
た
国
民
党
の
立
場
の
人
間

と
い
う
重
層
的
な
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
差
が
あ
り
、

そ
こ
に
は
同
時
に
差
別
・
被
差
別
の
歴
史
も
あ
る
。

彼
ら
の
和
解
を
い
か
に
し
て
作
る
か
。
問
題
は
山
積

し
、
著
者
は
時
に
悲
観
す
る
。
だ
が
師
ベ
ネ
デ
ィ
ク

ト
・
ア
ン
ダ
ー
ソ
ン
の
思
い
出
が
彼
に
進
む
気
力
を

再
び
与
え
る
。

　
「
も
う
や
っ
て
ら
れ
な
い
、
で
も
や
っ
て
い
く
の

だ
」
…
…
。
時
折
挟
ま
れ
る
ベ
ケ
ッ
ト
な
ど
文
学
の

言
葉
が
印
象
的
で
あ
る
。
隣
人
を
も
う
少
し
見
守
っ

て
い
き
た
い
、
そ
ん
な
一
冊
で
あ
る
。�

（�

ね
こ 

）

�

（
四
六
四
頁　

本
体
四
五
〇
〇
円　

1
月
刊
）

台
湾
、あ
る
い
は
孤
立
無
援

の
島
の
思
想呉

叡
人
著　

駒
込
武
訳

み
す
ず
書
房
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接
面
を
生
き
る
人
間
学

鯨
岡
峻
・
大
倉
得
史
著

ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房

　

そ
れ
ま
で
の
客
観
主

義
的
な
心
理
学
で
は
明

ら
か
に
し
得
な
か
っ
た
、

そ
れ
ぞ
れ
が
一
つ
の

「
主
体
」
と
し
て
生
き
る
我
々
の
生
の
諸
相
に
、
関

係
発
達
論
は
立
ち
向
か
っ
て
き
た
。
保
育
や
デ
イ
ケ

ア
な
ど
の
様
々
な
対
人
実
践
は
、
現
場
に
い
る
子
供

た
ち
や
患
者
、
利
用
者
た
ち
と
心
を
通
わ
せ
る
こ
と

で
、
彼
ら
の
本
当
の
困
り
ご
と
を
感
じ
取
り
、
真
の

ニ
ー
ズ
に
応
え
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
は
ず
で
あ
る
。

　

そ
れ
を
果
た
し
て
い
く
た
め
に
必
要
な
「
共
に
生

き
る
」
こ
と
と
は
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
で
あ
る
の
か
。

本
書
は
、
著
者
た
ち
の
研
究
室
に
所
属
し
て
い
る
在

学
生
や
卒
業
生
の
研
究
が
掲
載
さ
れ
た
論
文
集
で
あ

り
、
主
に
エ
ピ
ソ
ー
ド
記
述
と
い
う
手
法
を
通
し
て
、

「
共
に
生
き
る
」
こ
と
の
本
質
に
迫
る
。

　

実
を
言
う
と
、
評
者
も
大
倉
研
究
室
の
門
弟
で
あ

り
、
本
書
に
参
加
さ
れ
て
い
る
研
究
者
の
方
々
の
半

数
は
知
り
合
い
だ
っ
た
。
普
段
の
ゼ
ミ
で
触
れ
て
い

る
資
料
が
、
こ
の
よ
う
に
結
実
し
て
い
く
の
だ
と
思

う
と
、
少
し
感
動
的
な
気
持
ち
を
覚
え
た
。

　

し
か
し
、
改
め
て
考
え
さ
せ
ら
れ
る
の
は
、
エ
ピ

ヴ
ァ
レ
リ
ー

芸
術
と
身
体
の
哲
学

伊
藤
亜
紗
著

講
談
社
学
術
文
庫

　

様
々
な
身
体
を
生
き

る
人
々
の
体
験
を
見
事

に
描
き
出
し
て
き
た
美

学
者
・
伊
藤
亜
紗
。
本

書
は
伊
藤
の
博
士
論
文
を
も
と
に
出
版
さ
れ
た
文
庫

本
で
あ
る
。

　

ヴ
ァ
レ
リ
ー
は
経
験
な
ど
の
散
文
的
要
素
を
排
し

た
「
純
粋
詩
」
を
提
唱
し
た
詩
人
で
あ
る
。
彼
は
一

八
九
四
年
か
ら
没
年
の
一
九
四
五
年
ま
で
、
二
六
一

冊
も
の
私
的
な
思
索
ノ
ー
ト
『
カ
イ
エ
』
を
書
き
続

け
た
。
伊
藤
は
彼
の
膨
大
な
テ
ク
ス
ト
を
丹
念
に
読

み
解
き
、
彼
に
と
っ
て
「
詩
」
と
は
、
読
者
を
「
行

為
」
さ
せ
、
身
体
の
機
能
を
開
拓
す
る
「
装
置
」
で

あ
っ
た
と
論
ず
る
。
そ
こ
に
は
「
詩
論
」
と
「
生
理

学
」
と
い
う
奇
妙
な
結
び
つ
き
が
想
定
さ
れ
て
お
り
、

伊
藤
は
そ
の
結
び
つ
き
を
、
彼
の
時
間
論
と
身
体
論

を
媒
介
に
明
ら
か
に
し
よ
う
と
す
る
。

　

抽
象
的
で
難
解
な
印
象
を
持
つ
だ
ろ
う
が
、
自
ら

の
身
体
に
注
意
を
向
け
な
が
ら
読
み
進
め
て
ほ
し
い
。

「（
略
）
こ
の
手

0

0

0

、
わ
た
し
の
顔

0

0

0

0

0

に
触
れ
よ
う
と
夢
み

な
が
ら
、
ぼ
ん
や
り
と
、
何
か
深
い
目
的
に
で
も
従

っ
て
い
る
の
か
。
こ
の
手

0

0

0

は
待
っ
て
い
る
、
わ
た
し

0

0

0

の
弱
さ

0

0

0

か
ら
涙
が
ひ
と
し
ず
く
溶
け
て
流
れ
る
の
を
。

（
略
）（『
若
き
パ
ル
ク
』
一
〇
二
頁
に
掲
載
）」

　

詩
を
声
に
出
し
て
読
み
、
伊
藤
の
解
説
を
読
む
。

す
る
と
、
普
段
意
識
す
る
こ
と
の
な
い
、
身
体
の
持

つ
様
々
な
「
機
能
」
が
感
じ
ら
れ
る
は
ず
だ
。
読
者

の
「
機
能
」
を
開
拓
さ
せ
る
伊
藤
の
文
章
も
、
ヴ
ァ

レ
リ
ー
の
論
ず
る
と
こ
ろ
の
「
詩
」
な
の
で
あ
ろ
う
。

　

別
々
の
身
体
を
生
き
る
個
々
人
の
体
験
か
ら
普
遍

妥
当
な
も
の
を
見
つ
け
る
の
は
「
夢
」
の
よ
う
な
も

の
だ
。
し
か
し
伊
藤
は
ヴ
ァ
レ
リ
ー
の
著
作
と
出
会

い
、
そ
の
「
夢
」
を
信
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と

い
う
。
本
書
の
「
お
わ
り
に
―
―
ひ
と
つ
の
夢
を
本

気
で
見
る
こ
と
」
に
伊
藤
の
原
点
を
見
た
。�（�

石
透 

）

�

（
三
一
二
頁　

本
体
一
二
六
〇
円　

1
月
刊
）

ソ
ー
ド
記
述
と
い
う
研
究
法
の
難
易
度
の
高
さ
で
あ

る
。
対
象
と
触
れ
合
う
中
で
、
主
観
的
に
感
じ
ら
れ

た
こ
と
を
も
メ
タ
分
析
し
つ
つ
記
述
し
て
い
く
そ
の

手
法
は
、
幾
度
と
な
く
批
判
に
晒
さ
れ
て
き
た
。

　

そ
れ
で
も
、
定
量
的
に
表
せ
な
い
よ
う
な
気
持
ち

の
交
流
や
行
動
把
握
だ
け
で
は
見
え
て
こ
な
い
心
の

変
容
が
、
実
践
の
場
で
数
多
く
起
き
て
い
る
と
い
う

こ
と
も
、
決
し
て
無
視
で
き
な
い
事
実
だ
。
第
三
者

に
は
掴
み
に
く
い
が
、
確
か
に
そ
こ
で
捉
え
ら
れ
た

事
象
を
伝
え
て
い
く
。
そ
れ
は
未
来
の
実
践
者
へ
の

道
し
る
べ
に
な
る
の
だ
ろ
う
。�

（�

ま
し
ゅ 

）

�

（
三
七
六
頁　

本
体
三
八
〇
〇
円　

4
月
刊
）
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は
じ
め
て
の
動
物
倫
理
学

田
上
孝
一
著

集
英
社
新
書

西
洋
美
術
と
レ
イ
シ
ズ
ム

岡
田
温
司
著

ち
く
ま
プ
リ
マ
―
新
書

広
島
平
和
記
念
資
料
館
は 

問
い
か
け
る

志
賀
賢
治
著　

岩
波
新
書

　

題
名
の
西
洋
美
術
は
大
き
く
キ
リ
ス
ト
教
絵
画
を

指
す
。
そ
の
伝
統
の
中
で
聖
書
の
挿
話
が
図
像
化
さ

れ
る
際
、
非
白
人
は
ど
う
用
い
ら
れ
て
き
た
の
か
。

本
書
の
図
版
と
解
説
は
、
そ
の
諸
相
を
抉
り
出
す
。

　

西
欧
の
美
術
と
思
想
に
通
暁
し
て
い
る
著
者
は
、

そ
れ
ら
の
本
源
と
呼
ぶ
べ
き
神
の
言
葉
を
個
別
の
造

形
芸
術
と
比
較
し
て
い
く
。
す
る
と
直
ち
に
、
解
釈

や
脚
色
に
よ
る
差
別
の
意
図
が
見
え
て
く
る
。

　

例
え
ば
『
創
世
記
』
一
六
章
以
降
に
あ
る
ハ
ガ
ル

と
イ
シ
ュ
マ
エ
ル
母
子
の
追
放
の
場
合
、
彼
女
ら
は

時
代
ご
と
の
敵
対
者
や
異
邦
人
に
重
ね
ら
れ
る
。
十

字
軍
時
代
の
彫
刻
で
は
弓
を
持
っ
た
ム
ス
リ
ム
と
し

て
、
一
七
世
紀
に
は
そ
れ
と
分
か
る
装
飾
に
よ
り
印

づ
け
ら
れ
た
い
わ
ゆ
る
ジ
プ
シ
ー
と
し
て
。
稀
な
例

と
し
て
、
黒
い
肌
の
ハ
ガ
ル
を
描
い
た
作
品
も
挙
げ

ら
れ
て
い
る
。
奴
隷
貿
易
時
代
の
作
で
あ
る
。

　

新
書
な
が
ら
多
岐
に
渉
る
文
献
表
が
巻
末
に
附
さ

れ
て
い
る
。
文
中
の
至
る
所
で
、
頁
数
と
共
に
参
照

文
献
が
指
示
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
か
ら
読
者
の
学
び

は
広
が
る
だ
ろ
う
。
そ
し
て
何
よ
り
そ
の
真
摯
な
姿

勢
が
、
未
だ
レ
イ
シ
ズ
ム
に
鈍
感
な
日
本
社
会
の
中

で
本
書
を
必
読
の
書
た
ら
し
め
て
い
る
。�
（�
と
よ 

）
�

（
一
九
二
頁　

本
体
一
〇
〇
〇
円　

12
月
刊
）

　

私
た
ち
は
動
物
と
ど
う
付
き
合
う
べ
き
か
。
動
物

の
運
命
は
人
間
の
手
に
よ
っ
て
支
配
さ
れ
て
し
ま
っ

て
良
い
の
か
。
人
間
の
文
明
や
生
活
は
、「
常
に
人

間
が
主
体
で
あ
り
、
動
物
は
客
体
」
と
い
う
無
意
識

的
な
前
提
に
よ
っ
て
成
り
立
っ
て
い
る
。

　

デ
カ
ル
ト
の
動
物
機
械
論
や
、
カ
ン
ト
の
動
物
を

物
件
と
し
て
捉
え
る
考
え
方
は
、
動
物
実
験
や
、
労

働
力
と
し
て
の
馬
の
利
用
を
正
当
化
し
た
。
現
代
に

お
い
て
も
、
肉
食
の
た
め
に
動
物
を
非
道
な
方
法
で

大
量
生
産
し
た
り
、
鑑
賞
の
た
め
に
隔
離
さ
れ
た
環

境
で
動
物
を
飼
育
し
た
り
す
る
こ
と
は
、
一
般
的
な

こ
と
だ
と
目
を
瞑
ら
れ
て
い
る
。

　

だ
が
、
例
え
ば
全
て
の
人
が
肉
食
を
辞
め
ビ
ー
ガ

ン
に
な
る
と
い
う
の
は
、
今
の
世
の
中
で
は
非
現
実

的
で
あ
る
。
い
く
ら
立
派
な
規
範
で
も
、
万
人
が
実

行
で
き
な
け
れ
ば
意
味
を
持
た
な
い
と
著
者
は
言
う
。

　

人
間
社
会
は
、
動
物
を
都
合
良
く
利
用
す
る
こ
と

を
前
提
に
成
り
立
っ
て
お
り
、
後
戻
り
出
来
な
い
と

こ
ろ
ま
で
来
て
し
ま
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
怖

く
な
る
。
本
を
閉
じ
て
ふ
と
横
に
目
を
や
る
と
、
ス

ー
パ
ー
の
チ
ラ
シ
に
描
か
れ
た
陽
気
な
豚
の
イ
ラ
ス

ト
と
目
が
合
っ
た
。�

（�

茫
漠 

）

�

（
二
六
四
頁　

本
体
八
八
〇
円　

3
月
刊
）

　
「
七
五
年
は
草
木
も
生
え
ぬ
」。
原
子
爆
弾
の
製
造

に
関
わ
っ
た
ジ
ェ
イ
コ
ブ
ソ
ン
氏
が
、
原
爆
投
下
後

の
広
島
に
つ
い
て
語
っ
た
際
の
言
葉
だ
。
被
曝
の
記

憶
を
継
承
し
て
き
た
資
料
館
の
歴
史
を
紹
介
す
る
本

書
は
、
ま
さ
に
そ
の
被
爆
後
七
五
年
目
と
な
る
二
〇

二
〇
年
に
最
も
相
応
し
い
も
の
で
あ
る
。

　

本
書
は
、
二
〇
一
九
年
に
完
了
し
た
同
館
の
展
示

更
新
に
つ
い
て
、
そ
の
経
緯
と
意
図
を
説
明
す
る
も

の
。
そ
の
中
で
明
ら
か
に
な
る
の
は
、
現
在
の
平
和

記
念
資
料
館
が
、
ま
さ
に
書
名
に
も
あ
る
と
お
り

「
問
い
か
け
る
」
存
在
で
あ
ろ
う
と
し
て
い
る
こ
と

で
あ
る
。
即
物
的
な
答
え
を
示
す
の
で
は
な
く
、
見

る
も
の
が
、
そ
の
想
像
力
を
駆
使
し
て
「
死
者
と
対

話
」
す
る
た
め
の
場
に
な
ろ
う
と
し
て
い
る
の
だ
。

　

資
料
館
へ
の
道
案
内
か
ら
始
ま
る
、
風
変
わ
り
な

構
成
も
、
読
め
ば
そ
の
意
図
が
わ
か
る
。
こ
の
案
内

を
頼
り
に
実
際
に
資
料
館
を
訪
れ
、
私
た
ち
自
身
が

感
性
を
研
ぎ
澄
ま
し
な
が
ら
「
問
い
か
け
」
に
向
き

合
う
こ
と
を
求
め
て
い
る
の
で
あ
る
。
資
料
館
が
た

ど
っ
て
き
た
道
を
示
す
本
書
は
、
言
葉
の
あ
ら
ゆ
る

意
味
で
、
最
良
の
「
道
案
内
」
と
い
え
よ
う
。

�

（�

投
稿
・
昌
平 

）

�

（
二
四
八
頁　

本
体
八
六
〇
円　

12
月
刊
）

新書コーナー
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私の本棚

誕
生
肯
定
の
思
想
―
―
反
出
生
主
義
を
超
え
て

　

一
つ
の
新
し
い
生
命
が
こ
の
世
界
に
生
ま
れ
出
ず
る
こ
と
、
す
な
わ
ち
子
ど

も
の
誕
生
は
、
古
く
か
ら
多
く
の
人
び
と
に
よ
っ
て
言
祝
が
れ
て
き
た
。
た
と

え
ば
、
イ
ン
ド
の
詩
人
で
あ
る
タ
ゴ
ー
ル
は
、「
す
べ
て
の
赤
ん
坊
は
、
神
が

ま
だ
人
間
に
絶
望
し
て
い
な
い
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
携
え
て
生
ま
れ
て
く
る
」

と
詠
い
、
ユ
ダ
ヤ
系
ド
イ
ツ
人
の
思
想
家
で
あ
る
ア
ー
レ
ン
ト
は
、「
私
た
ち
の

も
と
に
一
人
の
子
ど
も
が
生
ま
れ
て
く
る
こ
と
」
を
一
つ
の
奇
蹟
で
あ
る
と
し
、

子
ど
も
の
誕
生
と
い
う
出
来
事
を
そ
の
政
治
哲
学
の
中
心
に
据
え
た
。
子
ど
も

の
誕
生
（
＝
出
生
）
は
、
希
望
に
満
ち
た
悦
ば
し
き
出
来
事
だ
っ
た
の
だ
。

　

し
か
し
近
年
、
出
生
を
肯
定
す
る
こ
う
し
た
あ
り
方
と
は
真
っ
向
か
ら
対
峙

す
る
思
想
、
つ
ま
り
出
生
を
否
定
す
る
思
想
が
、
人
び
と
の
あ
い
だ
で
に
わ
か

に
支
持
を
集
め
つ
つ
あ
る
―
―
反
出
生
主
義
（anti-natalism

）
が
そ
れ
だ
。

反
出
生
主
義
は
、
生
ま
れ
て
く
る
こ
と
お
よ
び
産
む
こ
と
を
否
定
す
る
思
想
で

あ
り
、
誕
生
に
関
し
て
は
「
生
ま
れ
て
こ
な
い
ほ
う
が
良
い
」
と
、
出
産
に
関

し
て
は
「
産
ま
な
い
ほ
う
が
良
い
」
と
主
張
す
る
（
反
出
生
主
義
に
関
し
て
は
、

昨
年
一
〇
月
号
の
『�

綴
葉 

』
で
組
ん
だ
特
集
「
い
の
ち
」
も
参
照
さ
れ
た
い
）。

　

こ
う
し
た
反
出
生
主
義
の
考
え
は
、
あ
の
ゲ
ー
テ
の
『�

フ
ァ
ウ
ス
ト 
』（
中

公
文
庫
）
に
も
見
て
取
る
こ
と
が
で
き
る
。
老
フ
ァ
ウ
ス
ト
博
士
は
、
哲
学
、

法
学
、
医
学
、
神
学
を
、
底
の
底
ま
で
研
究
し
た
が
、
そ
れ
で
も
自
分
が
こ
の

世
界
に
生
き
る
意
味
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
な
い
。
彼
は
己
が
生
を
嫌
悪
し
、

嘆
く
。「
だ
か
ら
、
こ
の
世
に
あ
る
こ
と
は
お
れ
に
は
重
荷
だ
。
／
死
こ
そ
望

ま
し
く
、
お
れ
に
は
生
が
呪
わ
し
い
」
と
。
な
か
で
も
悲
劇
第
一
部
「
牢
獄
」

に
登
場
す
る
次
の
台
詞
は
、
反
出
生
主
義
の
思
想
を
端
的
に
言
い
表
し
た
も
の

と
し
て
印
象
的
だ
。
フ
ァ
ウ
ス
ト
は
叫
ぶ
。「
あ
あ
、
お
れ
は
生
ま
れ
て
こ
な

け
れ
ば
よ
か
っ
た
！
」
と
。
彼
は
己
が
誕
生
の
事
実
を
否
定
せ
ん
と
す
る
の
だ
。

　

そ
し
て
こ
の
『
フ
ァ
ウ
ス
ト
』
を
、
反
出
生
主

義
の
観
点
か
ら
、「
生
命
の
哲
学
の
物
語
」
と
し

て
読
み
解
い
た
本
が
あ
る
。
そ
れ
が
、
森
岡
正
博

著
『�

生
ま
れ
て
こ
な
い
ほ
う
が
良
か
っ
た
の

か
？ 

』（
筑
摩
選
書
）
だ
。
本
書
は
、
宗
教
、
文
学
、
哲
学
と
い
う
三
つ
の

領
域
を
横
断
し
な
が
ら
、
古
今
東
西
に
お
け
る
反
出
生
主
義
の
あ
り
方
を
考
究

し
て
い
く
（
な
お
、
本
書
の
副
読
本
と
し
て
、
二
〇
一
九
年
一
一
月
の
『�

現
代

思
想　

特
集
＝
反
出
生
主
義
を
考
え
る 

』（
青
土
社
）
を
お
す
す
め
し
た
い
。

と
り
わ
け
森
岡
と
ヨ
ナ
ス
研
究
者
の
戸
谷
に
よ
る
討
議
は
必
読
だ
）。

　

こ
の
意
欲
的
な
著
作
が
目
指
す
の
は
、「
生
ま
れ
て
こ
な
い
ほ
う
が
良
か
っ

た
の
か
？
」
と
い
う
問
い
に
対
し
て
、「
生
ま
れ
て
き
て
本
当
に
良
か
っ
た
」

と
答
え
る
こ
と
、
つ
ま
り
誕
生
肯
定
の
可
能
性
を
探
る
こ
と
だ
。
そ
こ
で
導
き

の
糸
と
な
る
の
が
、
ニ
ー
チ
ェ
の
永
遠
回
帰
と
運
命
愛
を
め
ぐ
る
思
想
で
あ
る
。

　

反
出
生
主
義
者
で
あ
る
シ
ョ
ー
ペ
ン
ハ
ウ
ア
ー
や
ベ
ネ
タ
ー
は
、
人
生
が
た

と
え
ど
ん
な
に
喜
び
や
快
楽
に
満
ち
溢
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
そ
こ

に
ほ
ん
の
少
し
で
も
痛
み
や
苦
し
み
が
生
じ
れ
ば
、
生
ま
れ
て
き
た
価
値
は
す

べ
て
失
わ
れ
る
と
論
じ
る
。
だ
が
ニ
ー
チ
ェ
は
そ
の
逆
を
行
く
。
ニ
ー
チ
ェ
は
、

「
私
の
人
生
に
た
と
え
ど
れ
ほ
ど
た
く
さ
ん
の
苦
し
み
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、

「
私
の
生
は
こ
れ
で
よ
い
」
と
心
か
ら
思
え
る
瞬
間
が
一
回
あ
る
だ
け
で
、
そ

れ
ら
の
苦
し
み
を
含
ん
だ
人
生
が
全
体
と
し
て
肯
定
さ
れ
る
と
主
張
す
る
」
の

だ
。
彼
は
、
生
を
、
そ
し
て
誕
生
を
肯
定
し
よ
う
と
す
る
。
ゆ
え
に
著
者
は
、

ニ
ー
チ
ェ
を
誕
生
肯
定
の
哲
学
者
と
み
な
し
、
そ
こ
に
一
筋
の
光
を
見
出
す
。

　

反
出
生
主
義
を
超
え
て
誕
生
を
肯
定
す
る
こ
と
―
―
評
者
は
こ
ち
ら
の
方
向

に
魅
力
を
感
じ
て
し
ま
う
。
で
は
、
あ
な
た
は
ど
う
だ
ろ
う
か
？�

（�

ぱ
や 

）
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注目の一冊

ま
ず
は「
ウ
イ
グ
ル
問
題
」を
知
る
こ
と
か
ら

　

評
者
の
立
場
表
明

　

最
初
に
明
ら
か
に
し
て
お
く
が
、
評
者
は
ウ
イ
グ
ル
に
お
け
る
人
権
問
題

（
以
下
「
ウ
イ
グ
ル
問
題
」
と
す
る
）
に
つ
い
て
、
中
国
政
府
に
強
く
抗
議
す

る
。
そ
し
て
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
日
本
で
一
層
多
く
の
人
々
の
関
心
を
集
め

る
こ
と
が
出
来
れ
ば
と
考
え
て
い
る
。
そ
れ
故
に
今
回
は
、
出
版
さ
れ
る
や
忽

ち
話
題
と
な
っ
た
一
冊
、『�
在
日
ウ
イ
グ
ル
人
が
明
か
す
ウ
イ
グ
ル
・
ジ
ェ
ノ

サ
イ
ド　

東
ト
ル
キ
ス
タ
ン
の
真
実 

』（
ハ
ー
ト
出
版
）
を
紹
介
し
た
い
。

　

本
書
の
特
徴

　

著
者
の
ム
カ
イ
ダ
イ
ス
は
ウ
ル
ム
チ
（
現
新
疆
ウ
イ
グ
ル
自
治
区
の
区
都
）

生
ま
れ
の
ウ
イ
グ
ル
人
で
、
現
在
は
日
本
で
文
学
を
研
究
す
る
。
数
年
前
か
ら

ウ
ル
ム
チ
の
家
族
や
友
人
と
は
連
絡
が
取
れ
ず
、
ウ
イ
グ
ル
の
こ
と
を
日
本
に

伝
え
た
い
と
い
う
思
い
か
ら
本
書
は
生
ま
れ
た
。
ま
ず
は
本
書
の
構
成
を
説
明

す
る
。
最
初
に
ウ
ル
ム
チ
で
の
著
者
の
幼
少
期
が
語
ら
れ
る
。
次
い
で
ウ
イ
グ

ル
族
ら
少
数
民
族
に
よ
っ
て
企
図
さ
れ
た
「
東
ト
ル
キ
ス
タ
ン
」
の
独
立
と
瓦

解
の
歴
史
、
並
び
に
中
国
政
府
に
よ
る
自
治
区
設
置
の
歴
史
、
そ
し
て
残
虐
な

「
強
制
収
容
所
」
の
実
態
と
そ
こ
を
逃
れ
た
者
た
ち
の
証
言
、
最
後
に
ウ
イ
グ

ル
文
学
の
歴
史
か
ら
な
る
。
自
身
は
ウ
イ
グ
ル
専
門
の
学
者
で
は
な
い
と
著
者

は
述
べ
る
が
、
こ
の
本
を
読
め
ば
「
ウ
イ
グ
ル
問
題
」
の
大
ま
か
な
概
要
は
十

分
掴
め
る
。
本
書
に
は
更
に
、「
人
権
問
題
」
の
告
発
だ
け
で
な
く
、
生
ま
れ

故
郷
ウ
ル
ム
チ
に
結
び
つ
く
著
者
の
複
雑
な
思
い
も
映
し
出
さ
れ
て
い
る
。
む

し
ろ
こ
こ
に
こ
そ
本
書
の
特
徴
は
あ
る
。
こ
の
点
を
も
う
少
し
見
て
み
よ
う
。

　

子
供
時
代
を
語
る
彼
女
の
調
子
に
は
、
故
郷
へ
の
愛
し
さ
が
溢
れ
て
い
る
。

「
ウ
ル
ム
チ
の
面
白
さ
は
、
ウ
ル
ム
チ
に
暮
ら
す
一
四
の
異
な
る
民
族
、
即
ち

言
葉
も
宗
教
も
考
え
方
も
違
う
人
々
の
織
り
な
す
不
思
議
で
魅
惑
的
な
暮
ら
し

で
あ
る
。」
そ
ん
な
「
面
白
」
い
街
に
は
様
々
な
民
族
の
お
店
が
並
び
、
父
と

よ
く
チ
ャ
イ
、
ナ
ン
、
オ
ム
レ
ツ
、
饅
頭
を
堪
能
し
た
。
ま
た
彼
女
に
は
色
々

な
民
族
の
友
が
い
た
。
各
々
が
自
分
の
言
語
で
話
し
な
が
ら
も
理
解
し
合
え
た

「
あ
の
頃
」
を
懐
か
し
み
、
そ
の
ま
ま
彼
女
は
漢
民
族
の
親
友
と
結
ん
だ
「
約

束
」
の
想
い
出
に
行
き
当
た
る
。
将
来
は
博
士
、
軍
人
に
な
る
と
誓
い
合
っ
た

親
友
・
小
強
。
実
際
に
軍
人
と
な
っ
た
彼
に
今
、
著
者
は
投
げ
か
け
る
。「
私

は
日
本
で
博
士
に
な
る
ま
で
勉
強
し
た
。
し
か
し
、
あ
な
た
は
新
疆
軍
区
で
ト

ッ
プ
に
な
っ
た
そ
う
で
す
ね
。
私
は
あ
な
た
に
何
と
言
え
ば
い
い
？
」
先
ほ
ど

の
調
子
は
息
を
潜
め
、
こ
こ
に
あ
る
の
は
た
だ
た
だ
言
葉
に
な
ら
ぬ
苦
し
み
だ
。

　

あ
え
て
繰
返
す
が
、
本
書
に
あ
る
の
は
ウ
イ
グ
ル
の
苦
難
の
歴
史
、
中
国
政

府
に
よ
る
残
酷
な
「
暴
力
」
と
人
権
侵
害
の
告
発
だ
け
で
は
な
い
。
家
族
、
友
、

自
然
、
街
、
文
学
へ
の
著
者
の
複
雑
な
感
情
も
、
随
所
に
深
く
刻
ま
れ
て
い
る
。

　

本
書
か
ら
考
え
て
ほ
し
い
こ
と

　

本
書
の
意
義
深
さ
は
確
か
で
あ
る
。
だ
が
気
に
掛
か
る
点
も
あ
る
。「
日
本
」

が
あ
ま
り
に
美
化
さ
れ
て
言
及
さ
れ
る
点
だ
。
例
え
ば
こ
の
一
文
。「
ア
ジ
ア

に
は
、
命
の
尊
厳
を
大
切
に
す
る
精
神
文
明
を
有
す
る
、
日
本
の
リ
ー
ダ
シ
ッ

プ
が
必
要
不
可
欠
で
あ
る
。」
命
の
尊
厳
を
大
切
に
す
る
精
神
文
明
、
そ
ん
な

貴
き
も
の
を
「
日
本
」
は
有
す
る
の
か
。
も
し
そ
う
な
ら
ば
、
な
ぜ
危
険
に
晒

さ
れ
国
を
逃
れ
た
者
を
拒
み
、
剰
え
不
可
欠
な
治
療
も
施
さ
ぬ
の
だ
ろ
う
…
…

　

ま
ず
は
知
る
こ
と
だ
。
同
時
に
覚
え
て
い
て
欲
し
い
。「
問
題
」
に
つ
い
て

知
る
時
、
私
た
ち
は
、「
問
題
」
と
の
関
係
に
お
い
て
自
身
の
立
場
も
問
い
直

さ
ね
ば
な
ら
な
い
の
だ
と
。
様
々
な
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
言
説
が
交
錯
す
る
「
問

題
」
な
れ
ば
こ
そ
、
注
意
深
く
著
者
の
声
を
拾
い
上
げ
て
ほ
し
い
。�（�

リ
ン
ダ 

）

�

（
二
四
八
頁　

本
体
一
四
○
〇
円　

3
月
刊
）
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読
者
か
ら
ひ
と
こ
と

○
最
近
自
炊
を
は
じ
め
ま
し
た
。
料
理
を
し
て
み
る

と
レ
シ
ピ
本
含
め
、
グ
ル
メ
ガ
イ
ド
や
エ
ッ
セ
イ
、

食
材
研
究
と
食
に
ま
つ
わ
る
本
が
沢
山
あ
る
こ
と
に

気
付
き
ま
し
た
。
編
集
委
員
の
お
す
す
め
が
あ
れ
ば

知
り
た
い
で
す
。�

（�

農
学
部
・(*

・
・*) 

）

―
―
自
炊
は
い
い
で
す
よ
ね
。
コ
ロ
ナ
禍
で
外
食
で

き
な
か
っ
た
分
、
自
炊
に
凝
っ
て
し
ま
う
日
々
で
す
。

美
味
し
い
料
理
を
作
る
と
何
故
か
お
酒
が
す
す
ん
で

困
っ
た
も
の
で
す
。「
食
」
は
人
類
普
遍
の
テ
ー
マ

で
一
人
暮
ら
し
の
学
生
さ
ん
も
興
味
が
あ
り
そ
う
な

の
で
、
近
々
特
集
で
扱
え
た
ら
と
思
い
ま
す
。

○
図
書
カ
ー
ド
受
け
取
り
を
サ
ー
ビ
ス
カ
ウ
ン
タ
ー

で
出
来
ま
せ
ん
か
。�

（�

職
員
・
よ
っ
さ
ん 

）

―
―
遠
方
の
読
者
も
多
い
こ
と
や
、
編
集
委
員
の
業

務
範
囲
と
い
う
理
由
で
郵
送
を
採
用
し
て
い
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
で
直
接
は
難
し
い
で
す
が
、
今
後
改
革
の

可
能
性
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。�

（�

き
も
の 

）

訂
正
と
お
詫
び

　
『�

綴
葉 

』
5
月
号
（No.397

）
の
表
紙
に
記
載
さ
れ

て
い
た
『
日
本
の
包
茎　

男
の
体
の
2
0
0
年
史
』

の
著
者
名
に
誤
字
が
あ
り
ま
し
た
。
正
し
く
は
「
澁

谷
知
美
」
で
す
。
著
者
の
方
は
じ
め
、
関
係
者
の
皆

様
に
深
く
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　正確にいえば三年前の 6 月号の編集後記、
私は梅酒を作る話をしていました。人の手に
よらない何かが働いて果実酒が出来、人はそ
れを待つ、と。梅酒は飲み干され、時間は経
ち、今年もまた巡り巡って梅の雨の季節が再
び来ました。ただし今年は春からして早かっ
た。たとえば花の咲く時期、桜は 3 月末に満
開を過ぎ、藤やツツジは 4 月下旬にはかなり
開花が進んでいましたね。そして梅雨が来る
のも。何か自然が生き急いでいるような、焦
っているような、そんな感じを受けたもので
す。
　もっともこれは人間の側の焦燥を投影して
いるにすぎないのかもしれない。終わるよう
にみせかけて延ばされていく緊急事態宣言、
じりじりと増える感染者。夜になると灯りの
消える巷。同じように流れる時間に満ちてい
るのは穏やかさよりも暗い不安になってしま
ったように思える。だからもう一度、梅酒を
作りましょう。酒が「出来る」のは人の手に
よらない。けれど、材料を「用意する」のは
人間だ。用意しましょう、味わい深い酒とな
るように。そして、この先に酒を酌み交わす
ことが出来ますように。� （�ねこ ）

当てよう！図書カード編集後記
　実は最近京都に引っ越してきたのですが、
思った以上に街中に銭湯があり驚きました。
湯巡りが趣味の私にとってはとても嬉しいで
す。そこで今回は、京都市内の銭湯に関する
問題です。次のうち、最も温度の低い水風呂
を持つ銭湯はどれでしょう？
　1．白山湯	 2．山城温泉
　3．鴨川湯	 4．トロン温泉稲荷
� （�茫漠 ）

《応募方法》答えを書いた読者カードを、生
協のひとことポストに投函してください。�
ウ ェ ブ サ イ ト（https://forms.gle/evEccphot�
DZiZURY7）からの応募も可能です。正解者の
中から抽選で 5 名の方に図書カードを進呈い
たします。応募の締め切り日は 7 月15 日です。

3 月号の解答
　3 月号の「…いまも続く絵画教室といえ
ば？」の解答は 4．関西美術院でした。窓か
らの自然光が美しく、建物の歴史と相まって
芸術に浸れますよね。
　図書カードの当選者は、はーさん、ハード
ラーさん、(*・・*) さん、合気野郎さん、か
えるさん（順不同）です。おめでとうござい
ます。� （�きもの ）


